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を経験したことのある精神障害者 20 名であった。参加者選定の基準は、1) 20 歳以上
である者、2) 精神疾患のために通院を必要としている者、3) 2)のうち、物質関連障
害以外の者、4) 過去 3 年間のうちに、精神保健福祉施設あるいは障害者団体で自らが
精神障害者であることを開示して電話相談をした経験が半年以上ある者、とした。 
２．調査内容 
調査期間は 2013 年 2 月から 2014 年 3 月であった。インタビューガイドを用いて半
構成的インタビューを行い、研究参加者に「自分自身のリカバリーにおいてどのよう
なピアサポートを経験したか」について自由に語ってもらった。インタビューは研究









研究参加者の性別は男性 15 名、女性 5 名、年齢は 31 歳から 69 歳であった。診断名
は統合失調症が 12 名、気分障害が 6 名、解離性障害が 1 名、不明が 1 名であった。ピ
ア電話相談の経験年数は、7 か月が 3 名、1 年以上 5 年未満が 2 名、5 年以上 10 年未満







































審 査 結 果 の 要 旨 
 















































以上により本論文は、学位規則第 4 条第 1 項に定める博士（看護学）の学位を授与
することに値するものであり、申請者は、看護学における研究活動を自立して行うこ
とに必要な高度な研究能力と豊かな学識を有すると認め、論文審査並びに最終試験に
合格と判定する。  
 
